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｢求差｣の意味理解を確かにしていく
算数的活動の工夫
- 第1学年 ｢のこりはいくつ ちがいはいくつ｣-
研 究 の 要 約
新学習指導要筒が告示され,新しい算数教育の方向性が示された｡その中の1つに
｢算数的活動の一層の充実｣がある｡平成 10年度告示の学習指導要領で初めて登場
した ｢算数的活動｣は,数丑や図形に関する作菜的 ･体験的活動が強調された｡今回
の算数的活動の特徴は,中央教育審議会 r審議のまとめ｣に示されたとおり,次の3
点に集約 ･整理された｡①具体物を用いて牧丘や図形の意味を理解する活動,②知織
･技能を実際の場面で常用する活軌 ③問題解決の方法を考えて説明する活軌 であ
る｡①や②については従前にも重視されてきたが,まだ十分に成果が上がっていない
状況にある¢ただ活動させているだけで,何をねらった活動なのかを明確にできてい
ない授業が多いことも指摘されている｡①において一番の課莞劉ま,外的な梧動と内的
のギャップを解消する具体的な方策が構築されていないことにあると考える｡
そこで.算数的活動の内面化をいかに園ればよいかを考え,赦免や図形の意味理解
をより一層確かなものにしていくのための算数的活動の工夫を,第 1学年 ｢のこりは
いくつ ちがいはいくつ <ひき算 (求差)>｣の実践を適して追究していきたい｡
1 はじめに
新学習指導要領では, ｢算数的活動｣が
指導内容として新設された｡子ともの主体
的な活動によって数免や固形の意味理解や
感覚を豊かにし,自分の考えを表現しやす
くすることで, ｢算数を楽しむ子ども｣を
育成していこうということが強調されてい
る｡
そこで,数丑や図形の意味理解をよV)一
層確かなものにしていくために, ｢子ども
の考え方の内面化 (イメージ化)Jを界数
的活動の工夫としてとらえ,本実践を進め
ていった｡
2 ｢求差｣の指導の課塩
ひき芽が用いられる場面の中でも,東成
の場面に比べて求差の場面の問題は子ども
にとって抵抗が大きいものであると言われ
ている｡それは,ひき算の場面であること
を想像させる ｢～個あげました｡｣｢～人
帰りました｡｣等の軌きを表す言語表現が
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ないことや水差の ｢ちがいはいくつ｣なの
か問う際の文が｢どちらがどれだけ多いか｣
という複合的で1年生の子どもにとって雷
味を理解するのに難しい表現であることが
要因として挙げられるからであるo
また,｢数を比べる操作 (1対 1対応)｣
と ｢同数を取り去る操作｣が一連の思考の
LHこあり,一度にひき舞の式に立式するこ
とが鮮しいことも考えられるからである｡
そこで､段階的に思考操作ができるよう
に,次の項に挙げる2点に焦点を当て,丁
年に授菜を展開していくこととした｡
3 ｢求差｣の意味理解を確かにしていく算数
的活動の工夫
(1)3段階の操作で指導する工夫
本実践では ｢数を比べる操作 (1対 1対
応)｣.｢少ない方を重ねて取り去る操作｣,
｢日で重ねて取り去る換作｣の3段階で指
導した｡
①数を比べる操作 (1対 1対応)
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□ロロ:}■:
数図ブロックの端をそろえ,間を詰めて
一列に並べる｡
上下に.#べたり,線でつないだり,線で
囲んだり,虚ねたりするu
②少ない方を重ねて取り去る操作
少ない数の数榊ブロックを多い数の救国
ブロックの上に重ね合わせる｡
違いを表さない部分u)数蛭1ブロックを取
り去る｡
③目で重ねて取り去る操作
√~~~~~~~~ヽ
ロロ…ロロ口中二>し‥___‥_ノ
(■●)
頭の中で､少ない数の牧園ブロックを多
い数の救国ブロックの上に屯わ合わせる｡
少ない数と同数の救国ブロックを,多い
数から取り去る｡
少ない数の数図ブロックは,梶-i:的に確
かめられるように親板の隅に残しておく｡
(2)｢目で塵ねて取り去る操作｣のイ
メージ化を定着させる指導の工夫
木時の授其場面では,段階的に思考操作
ができるように,3つの求差の場面を扱っ
た.
まず,2組のかえるの場Lbでは.既習で
ある①の搬作を振り返り,対J,正二している状
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憶をT串に押さえる｡その後で, ｢もっと
はっきりと分かるようにするためには.ど
うしたらいいか｣と問うことで,②の操作
を行う｡少ない方の数鼠ブロックを多い方
の数図ブロックに塵ね合わせ,それらを放
り去ることで, ｢求残｣の時と同様な操作
を行い, ｢ちがい｣である残された数図ブ
ロックをPJJらかにさせていくL.
次に,2稲原 0.)七夕短冊の場面では,①
及び(参の操作を行い, ｢ちがい｣をはっき
りとさせ-/1ところで, ｢少ない数o)数図ブ
ロックを目で怒れて取り去ることはできな
いか｣と問い.電ねた少ない方の敬図ブロ
ックと同数の数凶ブロックを多い方の数回
ブロックから取り去ればよいという(卦の操
作に気付きやすくするO
最後に.rl転車と三輪帝の場面では,故
初から③の操作を行い,少ない方の数図ブ
ロックは動かさずに.頭の中で塵ねて取り
去る念頭操作で ｢ちがい｣をはっきりとさ
せr_)れるJ:うにするD少ない方の救国ブロ
ックも押し絵の下の方 (熱板の隅)に残し
ておき,実際に少ない方の数図ブロックを
動かさなくても,多い方の数回ブロックか
ら取り去る数を視覚的に確かめられるよう
にしておく｡
このように,数図ブロックの操作を段階
的に指iE9-し.考え方の内面化 (イメージ化)
を図ることを大抑 こすることで.頭の中で
操作して水差の場･血の昔味理解を確かにし
ていくようにした｡
4 単元柵成
(1)単元名
のこりはいくつ ちがいはいくつ
(2)単元目標
○ ひき貴が用いられる場面に興味をも
ち, ひき算の式に表せるよさを知り,
進んでひき算を用いようとする｡
○ 求成.求部分,求差の場面を, ｢のこ
り｣｢ちがい｣という数回ブロックの
操作をもとにして,同じひき算と考え
ることができる｡
O ｢(1位数)- (1位数)- (正の
整数)｣の計弟を正確にすることがで
きるo
O ひき芽が用いられる場面において,
ひき第の記号や式のよみ方, かき方.
計罪の仕方がわかる｡
(3)指導計画 (全8時間 本時5/8)
第一次 ひき算が用いられる場面のう
ち_求践 ･求部分についての督味
をとらえる｡
第 1時 数闇フロックを操作し.東城
の場面を理解するD
第2時 ひき算の丘式の仕方を理解
し,式にかいて答えを求めるO
第3時 数図ブロックの操作によって
求部分の場面を理解 し,ひき算
の式になることを考える｡
第4時 計算カー ドによるひき井の計
算練習をする｡
第二次 ひき罪が用いられる場面のう
ち,求差についての意味をとらえ
る｡
第1時 数図ブL.Jンクを操作し, 水 差
の場面を理解する｡(本時)
第2時 数鼠ブロックの操作から,ひ
き井の式になることを考える｡
第3時 求差の場面での問題解決を通
して,水差の意味と立式の理解
を一層深めるO
第三次 ひき算のお許づくりをする.
(4)指導上の立場
①単元の系統性やねらい
児壷はこれまでにひき第の学習はしてい
ないが.ひき算の素地となる経験について
は. 生活や遊びの中で数段が ｢ふえたり,
へつたり｣する場面を体験してきている｡
また, 前単元 ｢あわせていくつ ふえると
いくつ｣でも,数凶ブロックを利用して様
々なたし等の場面の意味理解を深め,立式
や水答ができるようになっている0
本単元では.前単元の導入と同じように,
かえるの挿し絵についての情景を児童に請
させ,その寓を手がかりにして,求残や求
部分,求差についての意味を牧園ブロック
の操作を通して具体的に理解させるように
していく｡
@児東の実使
児童はこれまでにひき舞のうち求残や求
部分についての意味をいろいろな場面での
問題解決を適して具体的にとらえてきた｡
その中で児塵は,問題場面は違っても数回
ブロックを用いると同じ操作であることか
らひき算で表すことができ,答えの求め方
を理解してきたoまた,ひき罪の計許技能
についても.計算カー ドを用いた ｢カー ド
遊び｣等による計算練習を繰 り返すことで.
正確さや速さにおいて少しずつ習熟が図ら
れてきた0
5 授業の実際
(1)本時の目標
みどりのかえるが5匹とオレンジのかえ
るが3匹いる場面などをお話 しながら,敬
国ブロックを使って2つの数血を1対 1対
応させ.速いを求めるときは少ない方の個
数を多い方から取り去ればよいことを説明
することができる｡
(2)本時の展開
数を比べる操作 (1対 1対応)
みどりとオレンジのかえるのさし絵を提
示することによって,子どもと一緒に2組
のかえるのお話づくりをしていき.かえる
の種類や敏を中心に場面を確終した｡
T お話がもっとよくわかるにはどうした
らいいかなo
c ブロックを使って動かすといいと思い
ます｡
｢ぶろっくを ならべて どれだけ おお
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いか はっきりさせよう｣と本時のめあて
を確認 し,みどりのかえるの数は青色の数
図ブロック,オレンジのかえるの数は赤色
の救国ブロックを使って, それぞれ並べ
た｡
T どちらのかえるさんの方が多いか,〟
目で分かるようにブロックを並べられる
かな｡
C できる,できる｡
一人ひとり机の上に凝固ブロックを並べ
たところで,掲示用の数囲ブロックを使っ
て熊板の前でお話をしながら牧園ブロック
の並べ方を舵許したO
@ □ロ□□ロ
0 [コ□口□口
㊨のようにブロックの端をそろえ,間を
詰めて-･列に聴べれば, (どの部分がちが
いなのか｣がはっきりすることに気付くよ
うにしたO
このようにして,子どもは,5匹と3匹
を嚢う救国ブロックを正しく1対1に対応
させて,みどりとオレンジのかえる数を比
べていったD
少ない方を蛋ねて取り去る操作
前時の r求部分｣の学習の,｢求めたい
部分をはっきりさせるためには,それ以外
のフロックをどければよくわかる｣という
ことを想起した子どもの発言や数Lx]ブロッ
クの操作を取り卜げ. ｢どれだけ多いかが
もっとよくわかるようにするためには,プ
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ロックをどうしたらいいのかな｣とたずね.
㊤のように重ね合わせて並べ,とびだして
いる2つの数図ブロック (□口の部分)に
着nさせるようにしたO
このようにして,みどりのかえるの方が
2匹多いことを見つけていったO
次に. 下のような水差の場面を取り上
げ,育い七夕飾りの短冊5枚と赤い七夕飾
りの短冊4枚のお話をさせ,多い方を衷し
た数回ブロックから少ない方を表した数はI
ブロックを遠ざけながら, 1対1対応して
いる部分の数図ブロックを取り去る活動を
行った｡
7･どもは,かえるの問題場面と同じよう
に数図ブロックを 1対 1対応させて'qFl-,べ､
同じになっている部分を動かしながらお話
をしていき,ぜい七夕飾りの短冊の^が1
枚多いことを見つけていった.
T こんなふうに,少ない方のブロックを
唱わずに, 遠くにはなしてもお話ができ
るかな｡
C できるよ｡
子どもは,頭の中で少ない数の放図ブロ
ックを多い敬0)故胤ブロックの上に委ね合
わせ.少ない数と同数の数Ltxlブロックを多
い数から取り去ればよいことに気付いてい
った｡
目で重ねて取り去る操作
更に,下のような自転王巨7台と三輪車4
台のさし絵を提示し,どちらが何台多いか
を問い,多い方の数図ブロックだけを動か
して,頭の中で重ねて取り去る念頭操作で
｢ちがい｣をはっきりとさせられるように
した｡
T どうして,4個のブロックを軌かした
のかな｡
C (動かしたブロックは)三輪車の数だ
からです｡
C 本当は. (自転車の数を表すブロック
の上に)三輪車のブロックが4つ正なっ
ているんだよ｡
C 動かした4つのブロックは.三輪斑の
数で,残った3つのブロックが自転tFの
数です｡だから,自転本の方が3台多い
と思います｡
(柏手)
T 今日はブロックをならべて ｢どちらが
どれだけ多いか｣をお勉強しましたね｡
どんなことが分かりましたか｡
C 多い方の数だけぶろっくを並べて,少
ない方と同じ数だけブロックを動かした
ら,どれだけ多いか分かったよ｡
C 最初は多い方のブロックに少ない方の
ブロックをくっつけたり重ねたりしたけ
ど,だんだん少ない方のブロックはいら
なくなったね｡
C 頭の中で (少ない方のブロックを)fR'
ねたらよくわかったよ｡少ない方の数を
とったらいいんだね｡
C ブロックを ｢とる｣んだから,今日の
間膜も ｢ひき節｣だと思います〉
C 皆成 !式でもできるよ｡
C (最後の問題は)｢7-4｣になると
思います｡
C わけは, 7個のフロックから4個とる
からだよね｡
(以下.省略)
2組のかえるのお話等,3つの求差の場
面を振り返り,違いを求めろときは2つの
敦丑を1対 1対応させ,少ない方の個数を
多い方から取り去ればよいことを確かめ,
本時のまとめとした｡
6 摸業実践研究の考察と課愚
本実践では ｢数を比べる操作 (1対 1対
応)｣,｢少ない方を重わて取り去る操作｣,
r目で重ねて取り去る操作Jの3段階のス
テップを踏み,丁寧に指導していったUま
た.｢目で韮わて取り去る操作｣のイメー
ジ化を図るために.3つの求差の場面を扱
い,段階的に思考操作ができるようにし
た｡
その結果,子どもは ｢水差Jの場面から
ひき芥の式を立式していき,次時から無理
なく式にかいて答えを求めることができる
ようになった｡このように,数図ブロック
の操作を段階的に指導し.考え方の内面化
(イメージ化)を図る算数的活動を大切に
することは,｢水差Jの場面の意味理解を
確かにしていくことにつながるものと考え
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る｡
今後は､本実践で取り組んだ第数的活動
の工夫を基に,｢さし絵から出たお詣 (言
葉) と教図ブロックの操作｣.｢数図ブロ
ックの操作と数ヰ｣,｢お話 (言薬)と数
式｣をつなぐ思考操作をより確かなものに
していく指導のあり方等について,-lf践を
通して具体化していきたい∂
また,新指導要領で言語活軸の充実の観
点から新しく位置づけられ.強調されてい
る算数的陪動の内容である,｢問題解決の
方法を考えて説明する活動｣についても追
究していく必要があると考えるQrra分の
考えを分か りやすく説明すること (説明
力)｣は, 互いに自分の考えを衷現 し伝え
合ったりするコミュニケーションの長船で
あり, 1年生の段階から大切にすべき算数
的活動であると考えている｡
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